
平
成
23
年
度
の
本
町
の
各
会
計
決
算
が
、
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
町
の
財
政
が
運
営
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
概
要

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

税　目 決算額 増減率
町　民　税 4 億 9,442 万円 ▲ 2.5％
固定資産税 6 億    438 万円 1.6％
軽自動車税 2,906 万円 2.7％
町たばこ税 1 億 1,083 万円 13.5％
都市計画税 6,253 万円 3.1％
入　湯　税 288 万円 ▲ 50.3％

町税の内訳

　
決
算
の
概
要

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
歳
入

総
額
は
83
億
７
９
２
万
円
、
歳
出

総
額
は
82
億
２
６
１
４
万
円
と
な

り
、
差
額
８
１
７
８
万
円
を
次
年

度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
繰
越
額
の
中
に
は
、
次
年
度

に
繰
り
越
し
た
事
業
に
必
要
な
財

源
１
２
０
４
万
円
を
含
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
財
源
を
除
い
た

６
９
７
４
万
円
が
実
質
的
な
繰
越

額
（
実
質
収
支
）
と
な
り
ま
す
。
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平
成
２３
年
度
　

決
算
の
概
要
①
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項　目 決算額 構成比 説　明
総 務 費 16 億    333 万円 19.5％ 職員給与や公共施設の管理など

公 債 費 15 億 2,739 万円 18.6％ 町の借入金の償還

民 生 費 14 億 5,589 万円 17.7％ 児童、高齢者、障がい者福祉など

農 林 水 産 業 費 12 億    250 万円 14.6％ 農林業の振興、生産基盤の整備など

土 木 費 8 億 9,279 万円 10.8％ 道路や河川、公営住宅の整備など

教 育 費 5 億 7,610 万円 7.0％ 学校教育やスポーツ振興など

衛 生 費 4 億 1,045 万円 5.0％ 地域医療確保やごみ処理対策など

消 防 費 2 億 9,105 万円 3.5％ 消防、救急活動など

商 工 費 1 億 7,670 万円 2.1％ 商工業、観光の振興など

議 会 費 7,964 万円 1.0％ 議員報酬・手当、議会活動

そ の 他 1,030 万円 0.2％ 労働費、災害復旧費、諸支出金

合     計 82 億 2,614 万円 100.0％

【目的別で分類した歳出決算額】

平成２３年度
一般会計決算

歳入　８３億  　７９２万円
歳出　８２億２，６１４万円

（差引）　８，１７８万円①

翌年度への
繰越事業財源

１，２０４万円②

実質収支　   ６，９７４万円
　　　　　（①－②）

( 平成２４年度への繰越金 )

■参考までに・・・・
歳入・歳出決算の差引となる実質収支には、

前年度の繰越金（剰余金）が含まれています。
前年度と当該年度の実質収支の増減額を表す単
年度収支は、▲３，９２４万円となり、この額
が過去の剰余金から減少したことになります。

平成２２年度実質収支額　１億　　８９８万円
平成２３年度実質収支額　 　 　６，９７４万円
　 　　（差引単年度収支）　　 ▲３，９２４万円

H23
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92.3
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85.6
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歳　出歳　入

過去１０年間の決算額の推移
（単位：億円）

一
般
会
計
歳
入
の
状
況

一
般
会
計
の
歳
入
は
、

83
億
７
９
２
万
円
で
、
地
方
交

付
税
や
道
支
出
金
の
増
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、

３
７
６
９
万
円
（
０
・
４
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
全
体
の
構
成
で
は
、
町
税

や
分
担
金
・
負
担
金
な
ど
、
町
が

独
自
に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
の

割
合
が
25
・
３
％
、
地
方
交
付
税

や
町
債
な
ど
、
国
や
道
か
ら
交
付

さ
れ
る
依
存
財
源
の
割
合
が
74
・

７
％
と
、
歳
入
の
７
割
以
上
が
国

や
道
に
依
存
し
て
い
る
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
安
定

し
た
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
た

め
、
自
主
財
源
を
増
や
す
努
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
収

入
は
、
13
億
４
１
０
万
円
で
、
固

定
資
産
税
や
町
た
ば
こ
税
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、

９
７
１
万
円
（
０
・
８
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
町
民
１
人
当
た

り
で
は
、
９
万
９
千
円
（
前
年
度

９
万
７
千
円
）
の
町
税
を
負
担
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出
の
状
況

一
般
会
計
の
歳
出
は

82
億
２
６
１
４
万
円
で
、
小
麦

乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
増
設
事
業

や
エ
ゾ
シ
カ
農
業
被
害
緊
急
対

策
事
業
な
ど
農
林
水
産
業
費
の

増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、

９
９
７
１
万
円
（
１
・
２
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
や
教
育
、
産
業
な
ど
、
行

政
目
的
ご
と
に
事
業
費
を
積
み
上

げ
た
目
的
別
の
支
出
で
分
類
す
る

と
、
職
員
給
与
や
公
共
施
設
の
管

理
な
ど
に
か
か
る
総
務
費
が
19
・

５
％
と
最
も
多
く
、
次
に
町
の
借

入
金
の
償
還
に
か
か
る
公
債
費
が

18
・
６
％
、
児
童
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
福
祉
な
ど
に
か
か
る
民
生

費
が
17
・
７
％
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公

債
費
な
ど
、
支
出
す
る
経
費
の
性

質
ご
と
に
事
業
費
を
積
み
上
げ
た

性
質
別
の
支
出
で
分
類
す
る
と
、

道
路
や
公
営
住
宅
の
整
備
な
ど
に

か
か
る
投
資
的
経
費
が
18
・
９
％

と
最
も
多
く
、
次
に
町
の
借
入
金

の
償
還
に
か
か
る
公
債
費
が
18
・

６
％
、
職
員
給
与
や
議
員
・
委
員

報
酬
な
ど
に
か
か
る
人
件
費
が

13
・
７
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
１
人
当
た
り
で
は
、

62
万
７
千
円
（
前
年
度
60
万
７
千

円
）
の
経
費
を
負
担
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

項　目 決算額 構成比 説　明
投資的経費 15 億 5,821 万円 18.9％ 道路や公営住宅などの整備など

公 債 費 15 億 2,731 万円 18.6％ 町の借入金の償還

人 件 費 11 億 2,992 万円 13.7％ 職員給料、議員・委員報酬など

物 件 費 10 億 1,571 万円 12.4％ 賃金、旅費、需用費など

補 助 費 等 9 億 8,902 万円 12.0％ 各種団体への負担金、補助金など

繰 出 金 7 億 7,630 万円 9.4％ 特別会計の運営に必要な資金の負担

扶 助 費 7 億 3,846 万円 9.0％ 児童・高齢者・障がい者への支援など

維持補修費 2 億 3,938 万円 2.9％ 道路や公共施設の修繕など

そ の 他 2 億 5,183 万円 3.1％ 積立金、投資および出資金

合     計 82 億 2,614 万円 100.0％

【性質別で分類した歳出決算額】

依存財源
（74.7％）

自主
財源

（25.3％）

町税
（15.7％）

13 億 410 万円

地方交付税
（40.7％）

33 億 8,373 万円

一般会計歳入
83 億 792 万円の内訳

道支出金
（10.3％）

8 億 5,617 万円

　町債
（9.9％）

8 億 2,424 万円

国庫支出金
（9.9％）

8 億 2,343 万円

その他交付金（15.7％）
3 億 813 万円

分担金・負担金（2.4％）
　　　2 億 43 万円

使用料・手数料
（2.2％）

1 億 8,339 万円

その他
（5.0％）

4 億 2,430 万円



　

特
別
会
計
は
、
保
険
税
（
料
）

や
使
用
料
な
ど
特
定
の
収
入
を
特

定
の
事
業
に
使
う
な
ど
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
経
理
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
設
け
る
会
計
で
す
。

本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
、

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
、
介

護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
６

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
お
け
る
歳
入
総

額
は
47
億
７
１
４
万
円
、
歳
出
総

額
は
45
億
３
８
９
０
万
円
と
な

り
、
差
引
１
億
６
８
２
４
万
円
を

次
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

※
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水

事
業
は
、
平
成
24
年
度
よ
り
企
業

会
計
へ
移
行
し
た
た
め
、
平
成
23

年
度
を
も
っ
て
特
別
会
計
を
廃
止

し
て
い
ま
す
。
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会　　　　　　　計 歳　　　入 歳　　　出 差引（実質収支）
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 19 億    898 万円 17 億 7,630 万円 1 億 3,268 万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 10 億 5,748 万円 10 億 3,834 万円 1,914 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1 億 5,590 万円 1 億 4,983 万円 607 万円

北 海 道 介 護 福 祉 学 校 特 別 会 計 1 億 4,560 万円 1 億 4,358 万円 202 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 12 億 6,841 万円 12 億 6,012 万円 829 万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1 億 7,077 万円 1 億 7,073 万円 4 万円

合　　　　　　計 47 億    714 万円 45 億 3,890 万円 1 億 6,824 万円

【国民健康保険特別会計】

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

角
田
地
区
、
継
立
地
区
に
お

け
る
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

予
定
整
備
面
積
１
７
７
㌶
、
人

口
３
５
１
０
人
に
対
し
、
平
成

23
年
度
末
で
は
、
１
６
４
㌶
、

１
７
６
０
人
の
整
備
を
終
え
て
お

り
、
水
洗
化
率
は
、
角
田
地
区

97
・
３
％
、継
立
地
区
89
・
２
％
で
、

両
地
区
を
あ
わ
せ
る
と
、92
・
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
主
な
歳
出
で

は
、
排
水
処
理
場
の
維
持
管
理
、

公
債
費
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
使

用
料
・
手
数
料
、
町
債
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
の
歳
入
に

よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
は
、
国

家
資
格
の
介
護
福
祉
士
を
養
成
す

る
２
年
制
の
専
修
学
校
で
、
全
国

唯
一
の
町
立
校
で
す
。

平
成
23
年
４
月
の
学
生
総
数

は
、定
員
と
同
数
の
１
６
０
人
で
、

前
年
度
か
ら
９
人
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
24
年
３
月
の
卒
業
生
は
75

人
で
、
就
職
を
希
望
し
た
73
人
全

員
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
就
職
し
、
開
校
以
来
23
年
間
、

就
職
率
１
０
０
％
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
は
、
特
定
の
病
気
な

ど
で
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
、
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
被
保
険
者
と
そ

の
家
族
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

昨
年
度
末
に
お
け
る
65
歳
以
上

の
被
保
険
者
は
４
３
６
２
人
で
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
７
２
３

人
の
う
ち
、
５
９
２
人
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
費
の
総
額
は
、

11
億
７
７
７
２
万
円
で
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
１
人
当
た
り
で
は
、

１
９
９
万
円
を
給
付
し
て
い
る
こ

と
と
な
り
、
給
付
費
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75
歳
以

上
の
方
（
お
よ
び
65
歳
以
上
で
一

定
の
障
が
い
を
有
す
る
方
）
を
支

え
る
医
療
制
度
で
す
。
道
内
全
市

町
村
が
加
盟
す
る
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
主
体
と

な
っ
て
運
営
さ
れ
、
町
は
、
各
種

申
請
の
受
付
や
保
険
料
の
徴
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
末
に
お
け
る
被
保

険
者
は
、
年
間
平
均
で
２
３
８
６

人
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
14
人
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
約
９
割
を
占
め
る
広
域

連
合
納
付
金
は
、
被
保
険
者
か
ら

の
保
険
料
の
ほ
か
、
低
所
得
者
な

ど
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減
分

や
、
広
域
連
合
の
運
営
に
係
る
市

町
村
負
担
金
と
し
て
納
付
し
て
い

ま
す
。

区　　　　分 決算額

歳　
　
　

入

国民健康保険税 4 億 2,818 万円
国庫・道支出金 4 億 8,479 万円
療養給付費等交付金 1 億 3,056 万円
前期高齢者交付金 5 億    243 万円
共同事業交付金 1 億 6,647 万円
繰入金（一般会計から補てん） 8,938 万円
繰越金など 1 億    717 万円
合　計 19 億    898 万円

歳　
　
　
　

出

保険給付費 12 億 3,727 万円
後期高齢者支援金等 1 億 8,322 万円
介護納付金 8,078 万円
共同事業拠出金 2 億 2,578 万円
総務費 1,081 万円
諸支出金など 3,844 万円
合　計 17 億 7,630 万円

歳入歳出差引額 1 億 3,268 万円

【下水道事業特別会計】

実習に参加する介護福祉学生

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
安

心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
公
費
（
国
、
道
、
町
の
負
担
）

や
加
入
者
が
納
め
る
保
険
税
な
ど

に
よ
り
、
医
療
費
の
一
部
を
負
担

す
る
制
度
で
す
。

平
成
23
年
度
の
国
民
健
康
保
険

の
加
入
状
況
は
、
年
間
平
均
で
一

般
被
保
険
者
３
９
２
４
人
、
退
職

被
保
険
者
２
８
７
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

保
険
給
付
費
の
総
額
は
、

12
億
３
７
２
７
万
円
で
、
被
保
険

者
１
人
当
た
り
で
は
、
一
般
被
保

険
者
で
28
万
円
、
退
職
被
保
険
者

で
45
万
円
を
給
付
し
て
い
る
こ
と

と
な
り
、
給
付
費
は
年
々
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
特
別
会
計

市
街
地
の
生
活
排
水
を
処
理

す
る
公
共
下
水
道
事
業
は
、
予

定
整
備
面
積
５
４
８
㌶
、
人
口

９
８
０
０
人
に
対
し
、
平
成
23
年

度
末
で
は
、
４
０
３
㌶
、
人
口

９
０
０
３
人
の
整
備
を
終
え
て
お

り
、水
洗
化
率
は
94
・
４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
主
な
歳
出
で

は
、
角
田
地
区
の
農
業
集
落
排
水

を
公
共
下
水
道
へ
統
合
す
る
た
め

の
施
設
改
修
や
汚
水
幹
線
整
備
に

伴
う
建
設
改
良
費
、
公
債
費
が
主

な
も
の
で
あ
り
、
使
用
料
・
手
数

料
、
国
庫
補
助
金
、
町
債
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
の
歳
入

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

下水道の仕組みを学ぶ児童たち

区　　　　分 決算額

歳　

入

使用料・手数料 1 億 7,718 万円
国庫支出金 1 億    950 万円
町債 5 億 9,220 万円
繰入金（一般会計から補てん） 1 億 5,324 万円
繰越金など 2,536 万円
合　計 10 億 5,748 万円

歳　

出

管理費 9,661 万円
下水道建設費 2 億 2,873 万円
公債費 7 億 1,294 万円
諸支出金 6 万円
合　計 10 億 3,834 万円

歳入歳出差引額 1,914 万円

介護予防を目的とした運動教室

【農業集落排水事業特別会計】
区　　　　分 決算額

歳　

入

使用料・手数料 2,987 万円
町債 2,520 万円
繰入金（一般会計から補てん） 9,709 万円
繰越金など 374 万円
合　計 1 億 5,590 万円

歳　

出

管理費 3,634 万円
公債費 1 億 1,349 万円
合　計 1 億 4,983 万円

歳入歳出差引額 607 万円

【北海道介護福祉学校特別会計】
区　　　　分 決算額

歳　

入

分担金・負担金 2,145 万円
使用料・手数料 7,559 万円
道支出金 1,667 万円
繰入金（一般会計から補てん） 2,692 万円
繰越金など 497 万円
合　計 1 億 4,560 万円

歳　

出

学校管理・運営費 1 億 3,047 万円
学生寮管理費 1,311 万円
合　計 1 億 4,358 万円

歳入歳出差引額 202 万円

【介護保険特別会計】
区　　　　分 決算額

歳　

入

介護保険料 1 億 9,353 万円
国・道支出金 4 億 9,195 万円
支払基金交付金 3 億 5,504 万円
繰入金（一般会計から補てん） 1 億 9,198 万円
繰越金など 3,591 万円
合　計 12 億 6,841 万円

歳　

出

保険給付費 11 億 7,772 万円
介護予防事業費 1,092 万円
包括的支援・任意事業費 2,003 万円
総務費 2,227 万円
諸支出金など 2,918 万円
合　計 12 億 6,012 万円

歳入歳出差引額 829 万円

【後期高齢者医療特別会計】
区　　　　分 決算額

歳　

入

後期高齢者医療保険料 1 億 2,302 万円
繰入金（一般会計から補てん） 4,746 万円
繰越金など 29 万円
合　計 1 億 7,077 万円

歳　

出

広域連合納付金 1 億 6,751 万円
総務費 299 万円
諸支出金 23 万円
合　計 1 億 7,073 万円

歳入歳出差引額 4 万円

平成２３年度決算の概要



　

企
業
会
計
は
、
民
間
企
業
と
同

様
の
経
理
方
法
に
よ
り
、
運
営
す

る
事
業
会
計
で
す
。
独
立
採
算
が

原
則
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
で
は

水
道
事
業
が
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計
の
仕
組
み

企
業
会
計
は
、「
収
益
的
収
支
」

と
「
資
本
的
収
支
」
の
二
本
立
て

の
予
算
で
経
理
し
て
お
り
、
経
営

の
効
率
化
と
健
全
化
を
図
り
な
が

ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

会
計
の
仕
組
み
を
水
道
事
業
会

計
に
例
え
て
詳
し
く
説
明
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

会
計
に
は
、
三
つ
の
財
布
が
あ

り
、
一
つ
目
の
財
布
は
、
水
道
水

を
作
る
た
め
に
か
か
る
一
年
間
の

経
費
と
、
そ
の
水
道
水
を
販
売
し

た
一
年
間
の
収
入
を
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
年
の
純
利
益
と

損
失
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
財
布
の
主
な
収
入
は
、
水

道
料
金
収
入
で
、
主
な
支
出
は
、

取
水
し
た
原
水
の
処
理
や
設
備
の

維
持
管
理
費
用
、
職
員
の
給
与
で

す
。
企
業
会
計
で
は
、
こ
の
一
つ

目
の
財
布
の
こ
と
を
、「
収
益
的

収
支
」
と
い
い
ま
す
。

二
つ
目
の
財
布
は
、
老
朽
化
し

た
施
設
や
配
水
管
な
ど
を
新
し
く

16

企
業
会
計
決
算
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町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
、
町

民
の
福
祉
の
向
上
な
ど
の
活
動
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
25
年
度

の
補
助
金
要
望
額
を
把
握
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
補
助
金
を
要
望
さ
れ
る
団

体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
期
日
ま

で
に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。町

補
助
金
の
正
式
な
交
付
申
請

に
つ
い
て
は
、
例
年
11
月
に
受
付

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

25
年
度
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

は
、来
年
度
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
提
出
・
報
告
窓
口

新
規
に
交
付
を
要
望
す
る
団
体

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ

ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
補
助
金
の
申
請
資
格

や
補
助
対
象
事
業
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
下
記
「【
参
考
】
町
補

助
金
の
対
象
に
つ
い
て
」
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

□
提
出
書
類

事
業
計
画
書
、
予
算
書
（
案
）、

収
支
決
算
書
、
役
員
名
簿
な
ど

本
年
度
に
引
き
続
き
交
付
を
要
望

す
る
団
体

町
の
各
担
当
課
よ
り
連
絡
を
し

ま
す
の
で
、
来
年
度
の
事
業
計
画

を
踏
ま
え
、
補
助
金
の
要
望
額
を

ご
報
告
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
規
事
業
の
実
施
に
よ

り
補
助
金
を
増
額
要
望
す
る
場
合

は
、
次
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
（
各
担
当
課
に
提
出
）。

□
提
出
書
類

事
業
計
画
書
な
ど
、
増
額
す
る

理
由
と
な
る
書
類

◆
提
出
・
報
告
期
間

11
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日
を

除
く

◆
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
３

◆
申
請
資
格

◇
町
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
お
お

む
ね
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

活
動
の
拠
点
事
務
所
が
町
内
に

あ
る
団
体

◇
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
町
民
の
福

祉
向
上
も
し
く
は
町
民
の
利
益

に
つ
な
が
り
、
公
益
上
必
要
と

認
め
ら
れ
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
団
体

※
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的

と
す
る
団
体
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
。

◆
補
助
対
象
事
業

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
は
３

つ
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１

の
①
～
③
を
参
照
）。

◆
補
助
金
申
請
額

補
助
対
象
事
業
区
分
ご
と
に
事

業
実
施
対
象
範
囲
で
３
つ
の
補
助

割
合
（
申
請
額
）
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
１
の
ア
～
ウ
を
参

照
）。

◆
補
助
対
象
経
費

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
に

は
、次
の
経
費
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
団
体
職
員
お
よ
び
役
員
な
ど
の

給
与
、
手
当
、
保
険
料
、
年
金
、

賃
金
な
ど
の
団
体
運
営
に
か
か

る
人
件
費

◇
団
体
運
営
の
た
め
の
会
議
費
、

消
耗
品
費
、
通
信
費
な
ど
の
事

務
的
経
費
（
表
彰
、
慶
弔
に
か

か
る
経
費
も
含
む
）

◇
事
務
所
な
ど
の
光
熱
水
費
、
燃

料
費
な
ど
の
維
持
管
理
費

◇
会
員
相
互
の
親
睦
経
費
（
懇
親

会
、
慰
労
会
費
な
ど
）

◇
加
盟
す
る
上
部
団
体
へ
の
負
担

金
◇
町
か
ら
別
に
補
助
金
を
受
け
て

い
る
団
体
へ
の
助
成
な
ど

◇
す
べ
て
の
飲
食
費

※
補
助
金
の
交
付
要
綱
・
申
請

様
式
な
ど
は
、　

町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
t

t
p

:/
/

w
w

w
.t

o
w

n
.

k
u

riy
am

a.h
o

k
k

aid
o

.jp
/

docs/2012040900255/

す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
受
益

者
か
ら
の
工
事
負
担
金
や
国
か
ら

の
借
入
金
な
ど
の
収
入
を
も
と

に
、
施
設
の
改
修
や
新
設
、
借
入

金
の
元
金
返
済
を
行
い
ま
す
。
こ

の
二
つ
目
の
財
布
の
こ
と
を
、「
資

本
的
収
支
」
と
い
い
ま
す
。

三
つ
め
の
財
布
は
、
一
つ
目
の

財
布
の
純
利
益
や
、
減
価
償
却
費

な
ど
将
来
へ
の
備
え
と
な
る
費
用

を
入
れ
て
い
る
財
布
で
す
。
一
つ

目
と
二
つ
目
の
財
布
に
不
足
が
生

じ
る
と
、
こ
の
財
布
か
ら
補
て
ん

す
る
、
い
わ
ゆ
る
貯
金
の
よ
う
な

性
格
の
財
布
で
す
。
こ
の
三
つ
目

の
財
布
の
こ
と
を
、「
内
部
留
保

資
金
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
つ
目
の
財

布
か
ら
の
利
益
を
、
三
つ
目
の
財

布
に
、
積
み
立
て
を
し
て
お
く
こ

と
で
、
安
定
し
た
事
業
経
営
を
進

め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計

平
成
23
年
度
決
算
に
お
け
る
収

益
的
収
支
で
は
、
水
道
料
金
や
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
収

入
が
、
浄
水
場
の
維
持
管
理
費
や

水
道
施
設
整
備
に
伴
う
企
業
債
の

利
息
支
払
な
ど
の
支
出
を
上
回

り
、
６
８
９
６
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
で
は
、
配
水
管
の

布
設
替
え
工
事
や
企
業
債
の
元

金
償
還
な
ど
の
支
出
が
、
収
入

を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
か
ら
、

１
億
６
０
０
１
万
円
の
不
足
が
生

じ
ま
し
た
。
こ
の
不
足
額
に
つ
い

て
は
、
減
価
償
却
費
な
ど
の
施
設

更
新
の
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る

「
内
部
留
保
資
金
」
な
ど
か
ら
補

て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

【収益的収支】

区　　　　分 決算額 主な内容

収　

入

営業収益 3 億 9,594 万円 水道料金収入など

営業外収益 4,525 万円 一般会計補助金など

合　計 4 億 4,119 万円

支　

出

営業費用 2 億 8,869 万円 原水処理、設備維持管理など

営業外費用 8,354 万円 企業債利息の返済など

合　計 3 億 7,223 万円

収入支出差引額 6,896 万円

【資本的収支】
区　　　　分 決算額 主な内容

収　

入

工事負担金 3,829 万円 工事負担金

その他 515 万円 一般会計出資金など

合　計 4,344 万円

支　

出

建設改良費 7,797 万円 浄水場・配水施設整備など

企業債償還金 1 億 2,548 万円 企業債元金の返済など

合　計 2 億　 345 万円

収入支出差引額 ▲ 1 億 6,001 万円

■給水人口　 １３，１５６人
　※給水を受けている人口
■総配水量　 年間 １，７２７，５１５㎥
　※浄水場から配水した水量
■有収水量　 年間 １，３７０，４２２㎥
　※町民皆さんが使用した水量

□給水原価　 ２５７円（前年２５４円）
　※水道水１㎥を作るための経費
□供給単価　 ２６５円（前年２６８円）
　※水道水１㎥の使用料金

私たちの暮らしを支える栗山ダム

平成２３年度決算の概要

【
参
考
】

町
補
助
金
の
対
象
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
の
町
補
助
金
に
つ
い
て

～
町
補
助
金
要
望
調
査
を
実
施
し
ま
す
～



◆
冬
の
交
通
安
全
運
動
期
間

11
月
15
日
㈭
～
24
日
㈯

◆
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死　

～
め
ざ
せ  

安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

◆
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

・
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

冬
の
交
通
安
全
運
動
が
15
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
冬
期
間
は
、
凍
結
・
降
雪
に
よ
り
路

面
状
態
が
変
化
す
る
た
め
、
交
通
事
故
の
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
交
差
点
や
踏
切
付
近

は
滑
り
や
す
い
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
緊

急
操
作
が
で
き
る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
ゆ
と
り

の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
は
、
必
ず
左
右
の
確
認
と
足
元
の

確
認
を
し
、
き
ち
ん
と
横
断
歩
道
を
渡
り
ま

し
ょ
う
。

忘
年
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
過
去
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡

事
故
を
教
訓
に
、
酒
を
口
に
し
た
ら
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
運
転
し
な
い
「
飲
ん
だ

ら
乗
る
な
！
乗
る
な
ら
飲
む
な
！
」
を
運
転

者
自
身
が
今
一
度
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

運
転
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
一
緒
に
飲
酒

し
た
場
合
、
そ
の
場
に
い
た
人
も
同
じ
罪
に

な
り
ま
す
。「
止
め
る
」勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。 安

全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
1

　

消
防
署
で
は
、
貸
し
出
し
用
と
し
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
２
台
購
入

し
ま
し
た
。

病
気
や
け
が
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
家
族
や
身
近
な
人
が
突
然
目
の
前
で

倒
れ
た
時
に
「
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ

う
・・・
」
で
は
助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

町
内
会
行
事
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
、
町
内
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。
使
用
説
明
や
貸

出
要
件
な
ど
の
詳
細
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
方
法

消
防
署
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
記
入
の
う
え
、
消
防
署
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
0
1
5
0　

栗
山
消
防
団
で
は
平
成
24
年
度
第
１
回
火

災
想
定
訓
練
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
次
の

日
程
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

火
災
想
定
訓
練
実
施
日

■
11
月
７
日
㈬　

午
前
７
時

第
３
分
団　

第
１
部
（
継
立
）

　
　
　
　
　

第
２
部
（
日
出
）

　
　
　
　
　

第
３
部
（
南
学
田
）

■
11
月
8
日
㈭　

午
前
6
時
30
分

第
１
分
団　

第
１
部
（
栗
山
）

　
　
　
　
　

第
２
部
（
栗
山
）

■
11
月
8
日
㈭　

午
前
７
時

第
２
分
団　

第
１
部
（
角
田
）

　
　
　
　
　

第
２
部
（
雨
煙
別
）

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
‼

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
始
め
ま
し
た

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
命
を
救
う
‼
』

犯
罪
被
害
で
受
け
る
「
心
の
痛
み
」
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、
遺
族
の
方
々

が
再
び
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
支
援

が
大
切
で
す
。
地
域
支
援
の
輪
を
広
め
ま

し
ょ
う
。

◆
犯
罪
被
害
者
週
間
と
は
？

平
成
17
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
犯

罪
被
害
者
等
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、毎
年
、

「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
の
成
立
日
で
あ

る
12
月
１
日
以
前
の
１
週
間
（
11
月
25
日
か

ら
12
月
１
日
ま
で
）
が
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

 

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」
は
、
期
間
中
の
集

中
的
な
啓
発
事
業
な
ど
の
実
施
を
通
じ
て
、

犯
罪
被
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
犯
罪

被
害
者
の
名
誉
ま
た
は
平
穏
な
生
活
へ
の
配

慮
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
期
間

11
月
25
日
㈰
～
12
月
1
日
㈯

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
（
得
地
康
則

署
長
）
が
行
っ
て
い
る
火
災
予
防
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
優

秀
作
品
に
選
ば
れ
た
栗
山
小
学
校
1
年

の
澤
木
星
那
（
せ
な
）
さ
ん
、
角
田
小
学

校
1
年
の
田
中
彩
良
（
さ
ら
）
さ
ん
、

継
立
小
学
校
1
年
の
木
戸
那
優
（
な
ゆ
）

さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
表
彰
状

と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

栗山小学校 1 年　澤木星
せ な

那さん

角田小学校 1 年　田中彩
さ ら

良さん 継立小学校 1 年　木戸那
な ゆ

優さん

火
災
予
防
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
作
品
表
彰

本
町
で
は
現
在
、
都
市
計
画
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
で
あ
る
「
栗
山
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
平
成
10
年
策

定
）」
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
広
く
町
民
の
意
見
を
反
映

さ
せ
る
た
め
「
栗
山
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し
町
民
委
員
会
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
委

員
会
は
、
町
民
委
員
の
ほ
か
に
関
係
団

体
の
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

■
主
な
審
議
内
容

栗
山
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
項
目
の
検
討
・
協
議

■
任
期

平
成
24
年
12
月
～
平
成
26
年
３
月

■
募
集
人
数

　
３
人
程
度

■
募
集
期
間

平
成
24
年
11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

■
応
募
資
格

町
内
に
在
住
も
し
く
は
、
町
内
に
在

勤
、
在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
3

1819

冬
の
交
通
安
全
運
動

犯
罪
被
害
者
週
間

栗
山
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直
し

町
民
委
員
募
集



Ａ さ ん
の 年 齢 50 歳～ 51 歳～ 54 歳 55 歳～ 56 歳～ 58 歳 59 歳

健康診断
受 診 歴

○
血圧高め

×
未受診

○
心電図異常

脂質異常
重症高血圧

×
未受診

×
未受診

Ａ さ ん

の 思 い

・自分の体は何ともない
・仕事が忙しく、毎年の健診は無

理。数値がやや高めなら毎年受
けなくて良いと思っていた。

・健診でいくつか異常値が出たけ
ど自覚症状もないし年だから問
題ない。

・薬を飲んでいれば大丈夫。

体の状態

・徐々に体重も増え、運動もあま
りしないため内臓脂肪も増加。
特に自覚症状はない状態。

・毎年健診を受けないため体の変
化に気づかず、一気に健診数値
に異常が出てきた。

・動脈硬化が進行している。

生
活
習
慣
病
を
放
っ
て
お
く
と
生
命
に
か

か
わ
る
大
き
な
病
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
今
回
は
健
診
で
異
常
が
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
生
活
習
慣
を
見
直
さ
な
か
っ
た
方
を

例
に
体
の
状
態
と
日
常
生
活
の
改
善
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ａ
さ
ん
は
40
歳
代
か
ら
血
圧
は
高
め
で
し

た
が
、
自
覚
症
状
が
な
く
「
自
分
は
な
ん
と

も
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
55
歳
で
治

療
を
始
め
て
か
ら
も
「
薬
を
飲
ん
で
い
れ
ば

大
丈
夫
」
と
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ま

ず
、
健
診
も
受
け
な
か
っ
た
こ
と
が
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
動
脈
硬
化
を
進
め
る
原

因
と
な
り
、
心
筋
梗
塞
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
心
筋
梗
塞
に
な
る
前
に
、
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
め
る
か
ど
う
か
が
、
そ

の
後
の
健
康
状
態
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。

心
筋
梗
塞
は
、
心
臓
の
血
管
が
動
脈
硬
化

に
よ
り
詰
ま
る
こ
と
で
起
こ
る
病
気
で
、
栗

山
町
で
は
死
亡
原
因
の
第
２
位
で
す
。
心
筋

梗
塞
の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
は
、高
血
圧
、

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
高
血
糖
な
ど
を
あ
わ

せ
持
つ
こ
と
で
進
行
し
、
食
生
活
を
含
む
生

活
習
慣
の
乱
れ
が
影
響
し
ま
す
。
自
覚
症
状

が
な
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
健

診
を
受
け
て
、予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
診
は
、
病
気
を
発
見
す
る
こ
と
で
は
な

く
、『
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
』
が
一
番
の

目
的
で
す
。
通
院
中
の
場
合
で
も
、
治
療
中

以
外
の
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
健

診
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
健
診
を
受
け
た
後

は
、
健
診
結
果
を
も
と
に
生
活
習
慣
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

健
康
な
方
も
、
通
院
中
の
方
も
、
日
ご
ろ

の
健
康
管
理
た
め
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　【
日
時
】　

11
月
13
日
㈫　

午
前
７
時
50
分
集
合

（
場
所
：
役
場
新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
）

【
会
場
】

北
海
道
対
が
ん
協
会
札
幌
が
ん
検
診
セ
ン

タ
ー
（
送
迎
バ
ス
あ
り
）

【
内
容
】

・
特
定
健
診
：
血
液
検
査
・
尿
検
査
な
ど

・
が
ん
検
診
：
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳

【
対
象
】

・
特
定
健
診
：
40
～
74
歳
の
栗
山
町
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

・
が
ん
検
診
：
35
歳
以
上
の
町
民
（
子
宮
が

ん
検
診
は
20
歳
以
上
）

※
い
き
い
き
健
診
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
75
歳
以
上
の
方
）・

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
（
栗
山
町
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
35
～
39
歳
の

方
）も
一
緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
料
金
】

詳
細
は
広
報
４
月
号
折
り
込
み
の
「
元
気

が
一
番
！
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
よ
り
、
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
は
じ

ま
り
ま
す
。
乳
幼
児
の
感
染
症
を
防
ぐ
た

め
、
対
象
者
の
方
は
早
め
に
予
防
接
種
を
し

ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者

生
後
3
月
か
ら
生
後
90
月
に
達
す
る
ま
で

の
方
で
、
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
及
び
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
方

※
対
象
に
な
る
方
に
は
個
別
に
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

◆
実
施
医
療
機
関

・
に
し
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
長
岡
外
科
整
形
外
科
医
院

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

☎
�
2
2
5
6

Ａさんが心筋梗塞で倒れるまでの、健診の受診状況

心 筋 梗 塞 で
緊 急 搬 送

毎年健診を受けて
いれば！
食生活も改善して
いれば！

こ
れ
か
ら
２
回
に
渡
り
、
認
知
症
の
予

防
や
対
策
、
そ
し
て
最
新
の
新
薬
に
関
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
そ
も
そ
も「
認
知
症
」っ
て
ど
ん
な
病
気
？

認
知
症
と
は
、
脳
や
身
体
の
疾
患
に

よ
っ
て
脳
の
神
経
細
胞
が
減
っ
て
し
ま

い
、
記
憶
や
判
断
力
な
ど
を
失
い
、
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
状

態
で
す
。
妄
想
や
幻
覚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
が
現
れ
、
家
族
や
周
囲
を
困
惑
さ
せ

る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
老
化
に
よ
る
「
物
忘
れ
」
と
認
知
症
の
違
い

認
知
症
の
初
期
症
状
と
し
て
、「
前
に

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
」
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
老
化
に
よ
る
「
物
忘
れ
」
と

よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。

■
老
化
に
よ
る
「
物
忘
れ
」
の
場
合

・
体
験
し
た
こ
と
の
一
部
を
忘
れ
る
。 

・
記
憶
障
害
（
ど
忘
れ
、
人
の
名
前
が
思
い

出
せ
な
い
な
ど
）。 

・
物
忘
れ
に
つ
い
て
の
自
覚
が
あ
る
。 

・
症
状
が
あ
ま
り
進
行
し
な
い
。

■
認
知
症
の
場
合

・
体
験
し
た
こ
と
を
す
べ
て
忘
れ
る
。 

・
記
憶
障
害
の
ほ
か
、見
当
識
障
害
（
日
時
、

場
所
、
人
が
わ
か
ら
な
く
な
る
）
や
判
断

力
の
低
下
（
家
事
や
買
い
物
な
ど
で
状
況

に
合
わ
せ
た
判
断
が
で
き
な
い
）が
あ
る
。 

・
物
忘
れ
に
つ
い
て
の
自
覚
が
な
い
。 

・
症
状
が
進
行
す
る
。 

認
知
症
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切

な
病
気
で
す
。
少
し
で
も
異
変
に
気
づ
い
た

ら
、
精
神
科
や
神
経
科
な
ど
専
門
医
の
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気

認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
は
約
70
種
類

も
あ
り
、
全
体
の
80
％
以
上
が
「
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
」
と
「
脳
血
管
障
害
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

■
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

身
体
的
な
病
気
と
関
係
な
く
、
脳
の
神
経

細
胞
が
変
性
・
死
滅
し
、
脳
が
萎
縮
し
て
し

ま
う
。認
知
症
の
原
因
の
な
か
で
最
も
多
い
。

■
脳
血
管
障
害

脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
）
に
よ
り
、
脳
細

胞
に
十
分
な
血
液
が
通
わ
ず
、
部
分
的
に
脳

の
機
能
が
失
わ
れ
、
認
知
症
と
な
る
。

■
前
頭
側
頭
葉
変
性
症

ピ
ッ
ク
病
が
代
表
。
主
に
側
頭
葉
内
側
や

頭
頂
葉
の
萎
縮
が
目
立
つ
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
に
対
し
、
前
頭
葉
や
側
頭
葉
前
方
の
萎
縮

が
目
立
ち
、
性
格
の
変
化
、
社
交
性
の
欠
如
、

無
遠
慮
、暴
力
な
ど
の
症
状
が
現
れ
や
す
い
。

◎
認
知
症
の
予
防
法

認
知
症
と
な
る
大
き
な
原
因
で
あ
る
「
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
と
「
脳
血
管
障
害
」
は
、

高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ

け
、
認
知
症
の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

•
1
日
3
食
、
決
ま
っ
た
時
間
に
食
事
を

と
る
。 

•
食
材
は
、魚
、野
菜
、果
物
を
中
心
と
す
る
。 

•
禁
煙
す
る
。 

•
週
に
3
日
以
上
、
適
度
な
有
酸
素
運
動
を

行
う
。 

•
老
人
会
へ
の
参
加
な
ど
、
人
と
の
付
き
合

い
を
大
切
に
す
る
。 

•
文
章
の
読
み
書
き
や
、
囲
碁
・
将
棋
、
絵

画
な
ど
、
頭
を
使
う
趣
味
を
も
つ
。

次
回
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
新
薬
・
最

新
予
防
法
に
関
し
て
紹
介
し
ま
す
。

薬局名

開局時間

月～金曜日　8：30 ～ 18：00
土曜日　　　8：30 ～ 13：00
日曜・祝祭日・年末年始はお休み
　
　所在地：中央 2 丁目 116
   ☎� 6565　FAX � 6575

　■■■ プロフィール ■■■

出　身：栗山町出身
　　　　昭和 51 年生まれ
出身校：東北薬科大学薬学部
趣　味：映画鑑賞、ドライブ
栗山について一言：
　栗山英樹監督効果により、栗山町も大

いに盛り上がっています！！この広報
が配られているころに北海道日本ハム
ファイターズが優勝に向けて驀進して
いることを祈っています。

蛯名　勇人 代表取締役
調剤薬局くすりのえびな

20

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ �2256

あ
な
た
の
身
体
は
本
当
に
大
丈
夫
？

～
健
診
で
予
防
で
き
る
病
気
が
あ
り
ま
す
～

21

health columu

調剤薬局 くすりのえびな

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

蛯
え び な

名　勇
は や と

人

『
認
知
症
』
と
『
薬
』

健康のコラム

健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ
）
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

健
診
未
受
診
Ａ
さ
ん（
59
歳
、男
性
）が
、

心
筋
梗
塞
で
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

心
筋
梗
塞
と
は
ど
ん
な
病
気
？

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
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松井喜代司氏絵手紙＆
ハガキアート教室
お手軽・簡単にできる講座です。沢山
の方の参加を
日程／ 11月3 日㈯、17 日㈯
　    　① 10：00（子ども）
　　　② 13：00（大人）
受講料／ 3,000 円（2 回分）

菊花展
期間／ 11月4 日㈰～ 8 日㈭

てってって広場
親子一緒に簡単な物作り
日時／ 11月6 日㈫、20 日㈫ 10：30 ～
     6 日・・リズムなあそび『ケーキ・

ケーキ』
  20 日・・くだものあそび『みかん

に顔を作って遊ぼう』

ビーズアート（三橋京子氏）
期間／ 11月9 日㈮～ 18 日㈰

安田光良氏絵画展
期間／ 11月10 日㈯～ 30 日㈮

ジュエリーフラワー教室
ミニそりが可愛い作品　プチプレゼン
トに・プチＸマス気分に最適！
日程／ 11月25 日㈰
　　　 10：00 と 13：00 の 2 回
受講料／ 4,500 円（材料費含む）

大好評！手打ちそば
11 月は 2日･9日・16日・23日・30日です。

  街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～13：30

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・℻ 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　 10：00 ～ 17：00

１ １ 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ 73-7516

2012 栗山公園だより 11 月号　vol.56

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

マルチ商法にご用心！！

11月3日で今シーズンの営業が終了

ま ち の ひ ろ ば

－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

　2012 年も栗山公園をたくさん
の方にご利用していただきまし
た。スタッフ一同心より感謝して
おります。ありがとうございまし
た！今年は「栗山監督応援花壇」
を作りました。栗山監督にも来園
していただくなど栗山公園をたく
さんの方に知っていただくことが
できました！来年も楽しくきれい
な栗山公園にたくさんの方の来園
を心よりお待ちしています。

知り合いを紹介して金儲け？

　　

最
近
、
児
童
が
虐
待
を
受
け
て
死
亡
す
る
事

件
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動

を
集
中
的
に
行
う
月
間
と
し
て
、
平
成
16
年
度

か
ら
児
童
虐
待
防
止
法
の
施
行
さ
れ
た
11
月
を

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

親
や
親
に
代
わ
る
養
育
者
が
子
ど
も
に
対
す

る
身
体
的
暴
力
や
、
こ
と
ば
に
よ
る
暴
力
な
ど

を
行
う
こ
と
を
児
童
虐
待
と
い
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
と
い
う
と
、
暴
力
的
な
行
為
を
思

い
浮
か
べ
が
ち
で
す
が
、
養
育
の
放
棄
や
無
視

（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
や
発

達
に
著
し
く
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
養
育
の
状

況
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
は
、
子
ど
も
の
健
康

を
損
な
い
、
体
や
心
ま
で
も
傷
つ
け
て
し
ま
い

ま
す
。

11
月
は
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
で
す

①なかよし動物園
②バーベキュー場
③キャンプ場
④栗山公園案内所
⑤各種遊具

お休みする施設

みんなまた会おうね！

来シーズンのオープンは

　 4月29日から

■被害を防ぐ心得 5 カ条■
その 1　身近な人からの勧誘でもはっきりと断る！
その 2　安易に甘い言葉を信じて契約しない！
その 3　事業者の投資の勧誘を安易に信じない！
その 4　身近な人の様子に不審点があれば相談にのる！
その 5　困ったら早めに南空知消費生活相談室にご相談を！

　マルチ商法とは、会員が新たな会員を誘い、その会員がさらに別の
会員を勧誘するなど、連鎖的に組織を拡大させていく商法（連鎖販売
取引）です。会員になる際に商品を購入させられ、買い手を探しても
見つからずに借金を背負ってしまうケースが多くあります。

【勧誘の手口】
　会員になれば知り合いを紹介したり商品を売ったりすることで簡単
に金儲けができると勧誘。

　

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
あ
る

11
月
末
ま
で
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ

リ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
児
童
虐

待
防
止
を
願
っ
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

を
飾
り
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
暖
か
い
心
で
ツ
リ
ー

を
明
る
い
オ
レ
ン
ジ
色
で
い
っ
ぱ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
設
置
場
所

　

役
場
新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

▼
期
間　

11
月
30
日
㈮
ま
で

児
童
虐
待
と
は
・
・

身体的虐待
なぐる、ける、やけ
どを負わせる、家の
外に長時間出すなど

性的虐待
性 的 行 為 を 強 い る、
性器を見せるなど

ネグレクト
食事を与えない、不
潔にする、車の中に
放置するなど

心理的虐待

言葉でおどす
無視や拒否的な態度
をとる
父親から母親などへ
の暴力を見せる

児童虐待
 ４つの分類

◆
虐
待
と
思
わ
れ
る
事
実
を

知
っ
た
と
き
は
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。（
匿
名
で
受
け
付
け

ま
す
）

◆
子
育
て
中
の
親
子
に
優
し
い

ま
な
ざ
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人

は
、
だ
れ
か
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
虐
待
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど

も
は
、
が
ま
ん
し
な
い
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

虐待を見たら聞いたらこちらまで

町住民福祉課
　福祉・子育てグループ
　☎ 0123-73-2222
　☎ 090-9521-4851
岩見沢児童相談所
　☎ 0126-22-1119（24 時間対応）
栗山警察署
　☎ 0123-72-0110

　

児
童
虐
待
防
止
の
象
徴
で
あ
る
「
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
」
を
広
め
る
運
動
で
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
」

と
い
う
願
い
の
も
と
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
「
児
童
虐
待
防
止
」
に
関
心
を
も
っ
て
も

ら
い
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動
を
お

こ
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
活
動
が
「
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
で
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動


